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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定配列の複数の受け穴（２）を具えて形成されるブロック（１）と、
　受け穴内に設置される複数のガラスバイアル（３）と、
　受け穴（２）の配列に対応して配列された複数の閉鎖体（１０）を含み、各閉鎖体が対
応するバイアルへ挿入するためのプラグとして形成され且つプラグにサンプリングニード
ルを貫通させるためのブラインド孔（１７）を有する、一部品として型成形された連続し
たシートの形状の閉鎖体シートからなる、バイアルのための閉鎖手段と、を含み、
　前記閉鎖体（１０）は前記バイアルの開口端に嵌合する下部円筒形部分（１４）と、下
部円筒形部分（１４）より大きい外径を有し、バイアルの上端壁（１６）上に配置される
上部部分（１５）とからなり、
　この閉鎖体シートは、シリコーンエラストマーで形成され、シート下面側の各プラグの
外表面には、ＰＴＦＥの保護層が設けられていることを特徴とする科学的装置。
【請求項２】
　閉鎖体シートがバイアルに付加されたときに、閉鎖体シート下面がブロック上壁（６）
から離間されるように、各バイアル上部が受け穴から突出するように寸法構成された、請
求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記配列は、列と行からなる直線的な配列であり、シート上の各閉鎖体は、シートの一
部として形成された接続ストラップ（１１）により隣接する列及び行の閉鎖体の各々と接
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続されている、請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記ＰＴＦＥ保護層は、シートの下面全体を被っている、請求項１乃至３のいずれかに
記載の装置。
【請求項５】
　前記シートは、該シートを囲んでいる厚みのある外部境界壁（１３）を具えて形成され
ている、請求項１乃至４のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
組合せ化学や自動サンプリングの分野では、多数の容器又は導管を行と列の規則的な配列
で、或いは同心円状に保持することが知られている。
【０００２】
例えば、ライフ・サイエンス化学では、各々が化学物質の種々の組合せのための容器とな
る多数の受け穴を形成した成形ブロックの利用が知られている。これらのブロックに、受
け穴を閉鎖するための数多くのプラグからなる、かなり硬質のマットの形状の蓋を設ける
ことが知られている。ブロックは、通常、組合せ化学では使用しない塑性物質を用いて成
形されている。組合せ化学では、分析対象となる化学物質はブロックと不相溶であること
が多い（有機溶剤が含有されている場合など）。従って、ブロックをガラスで形成し、或
いは各受け穴にライナとしてガラスバイアルを設けることが提案されている。後者の場合
、各ガラスバイアルは別体のキャップ（クリンプキャップやスナップ嵌めキャップなど）
を備えており、キャップは個々にバイアルに適合しなければならない。バイアルからサン
プルを取り出すためにニードルをキャップを通して挿入すると、ニードルがキャップによ
り把持され、ニードルを取り去るとき、バイアルはブロックから引き抜かれ易い。
【０００３】
本発明は、このような多数の容器のための改良された閉鎖手段を提供する目的で案出され
たものである。
【０００４】
本発明に従うと、容器に対応するよう配列された複数の容器閉鎖体を含む、配列された複
数の容器のための閉鎖手段が提供される。各閉鎖体は隣接する閉鎖体と連結され、又、対
応する容器へ挿入されるプラグとして形成されており、更にサンプリングニードルがプラ
グを突き通すためのブラインド孔を備えている。
【０００５】
本発明の実施形態を、添付の図面を参照しながら以下に詳述する。
【０００６】
成形された受け穴ブロック１の１つの角部が図１に図示されている。ブロックは、行と列
に規則的に離間された多数の受け穴２を備えている。図１では、幾つかの受け穴のみがガ
ラスバイアル３の形式の容器を中に有するように描かれているが、通常、総ての受け穴は
バイアルを含む。図１では、各バイアル３の頭部の一部が各々の受け穴２から突出してい
るのがわかる。典型的な例では、１つのブロック当たり、８及び１２の倍数である２４、
９６、３８４或いは１５３６の受け穴が多数の行と列に配置されている。
【０００７】
図２は、ブロックの３つの受け穴の断面図を示す。図示される如く、各受け穴２は幾分先
細りにしたチューブ４であり、その底部５は閉じており、頂部は開口している。チューブ
４はブロックの上部壁６により相互に接続されている。
【０００８】
　バイアル３は受け穴２のうちの１つに設置されている。バイアル３は概ね円筒形の本体
部分７、先細りにした底部８、及びバイアルが受け穴の上端に安定して納まるように、幾
分拡張させた頭部９を含む。頭部９を設けたので、バイアルを安定して嵌合させつつ、受
け穴の深さを幾分変えることが可能となる。図示したバイアルの場合、頭部９は、クリン
プ加工済みキャップをそこに嵌めることができるほど拡張されてはいない。
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【０００９】
ブロックに保持された全てのバイアルを閉鎖するための閉鎖手段の一部が図２、図３及び
図４に示されている。この閉鎖手段は、受け穴及びバイアルの配列と対応するよう配列さ
れた複数の容器閉鎖体１０を含む。個々の閉鎖体は、接続ストラップ１１と非常に薄い膜
１２により与えられる接続手段により相互に接続され、シート又はウエブの形状を維持す
るための比較的厚みのある外周壁１３と共に一部品として成形されたシート状又はウエブ
状の閉鎖体を形成する。ストラップ１１は、ナイフやハサミで容易に裁断できる、薄いス
トリップの形態をとる。このストラップにより、プラグは相互に正確な位置を保つことが
できる。
【００１０】
図２、図４及び図５に示す如く、閉鎖体１０は、バイアルの頭部と嵌合するプラグの形態
をとっており、バイアルの開口部に嵌合する下部円筒形部分１４と、下部１４に比べてか
なり大きい外径を有し、バイアルの上端の壁１６上に配置される上部円筒形部分１５とか
らなる。
【００１１】
プラグ中央には、プラグを通じてサンプリングニードルを突き通すためのブラインド孔１
７が形成されている。プラグの材料としては、シリコーンエラストマー、天然又は合成ゴ
ム、ポリエチレン及びポリプロピレンなど、用途に応じて種々の物質を用いることができ
る。シート裏面の、プラグの外側表面には、プラグとバイアルの内容物との反応を防ぐた
めのポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）の薄い保護層（図示せず）又は他の不活性
材料が形成されている。実用上、ＰＴＦＥの薄いシートはシリコーンエラストマーや、ウ
エブを形成するのに用いる他の材料と共に型に入れられる。このようにして、シートの下
側表面はＰＴＦＥの薄い被覆で覆われ、これにより膜１２の大部分が形成される。
【００１２】
ここでは閉鎖手段をガラスバイアルを保持する受け穴ブロックに関連させて説明したが、
閉鎖手段は、この他にも例えば自動サンプリングなどのように、複数の容器を配列して保
持する場合のあらゆる用途に利用することができる。閉鎖手段はバイアルを挿入しない受
け穴ブロックに対して用いることもできる。この場合、プラグが受け穴２に直接嵌合され
る。
【００１３】
配列された容器への閉鎖体シートの嵌合は単純に手で、或いは機械的補助を用いて行うこ
とができる。ブラインド孔１７を貫通してニードルを挿入することにより、プラグを通じ
て、バイアルのうち任意の１つからサンプルを取り出すことができる。ニードルを引き抜
く際には、ニードルを幾分締め付けることが必要となるが、プラグは閉鎖体シートの他の
プラグと連結されているため、元の位置を維持する。個々の容器を任意に取り出す必要の
あるときは、選択した閉鎖体を接続しているストラップと膜とを裁断すればよい。このよ
うにすれば、配列された他の容器に影響なく、当該容器とそれに対応する閉鎖体を取り出
すことができる。この裁断には環状切れ刃のついた工具を用いることができる。
【００１４】
位置合わせを容易にするため、ブロック１及び閉鎖体シートの角は、それぞれ角を断ち落
とした角部１８及び１９となっている。
【００１５】
シートは、通常、ブロックの列と行に対応する列と行からなる配列で形成されるが、この
他に、各シートがブロックの一部のみを覆うようになっている１つ又はそれ以上の列のス
トリップとして形成することもできる。
【００１６】
１つのブロックから全てのバイアルを他のブロックに移す必要がある場合、膜１２を用い
ることができる。この場合、ウエブ及び関連する全てのバイアルをブロックから持ち上げ
、別のブロックへ搬送するために、ウエブの上部表面に平らなプラテンをあてがい、この
プラテンを介して真空を膜に印加する。



(4) JP 4547089 B2 2010.9.22

【図面の簡単な説明】
【図１】　受け穴ブロックのうちの幾つかにバイアルが挿入された受け穴ブロックの部分
図である。
【図２】　受け穴ブロック及び閉鎖体シートの縦方向の部分断面図である。
【図３】　閉鎖体シートを上から見た部分図である。
【図４】　閉鎖体シートを下から見た部分図である。
【図５】　バイアルの頂部にある状態の閉鎖体の拡大縦断面図である。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】
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